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跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 31 号　（2021 年２月 25 日）
劇場がオペラをつくる
──東京芸術劇場シアターオペラの事例から──
































































歌劇団、二期会といったオペラ団体が主体となって行われてきた 6。また 1973 年からの歴史を有
する藤沢市民オペラに代表されるように、市民オペラの活動も日本人によるオペラ上演を支えて
いる。
　1990 年代になると愛知県芸術劇場（1992 年開館）、横須賀芸術劇場（1994 年開館）、アクトシ
ティ浜松（1994 年開館）、富山市芸術文化ホール（オーバード・ホール、1996 年開館）、新国立劇





回数は 411回であり、国内団体による公演が 351回、教育研究団体による公演が 22回、海外団体
による公演が 38 回である 7。国内団体のうち大規模会場で実施した団体を列挙すると、新国立劇
場（10 作品 55 回 8）、オペラシアターこんにゃく座（7作品 55 回）、東京二期会（9作品 34 回）、






































































14　Zachary Woolfe: Giving a Semi-Hearty Cheer for Semi-Staged Opera, The New York Times, 
June 13, 2014
─ 74 ─






ラインデータベースで「共同制作」を検索語に設定すると 2020 年 10 月末日時点で 146 件が表示
される。最も古い公演としては 1970 年に東京・大阪・神戸・名古屋労音が共同制作した《フィデ
リオ》がヒットするが、1970 年から 1999 年までが 14件、2000 年から 2004 年までが 25件、2005
















15　フランス国立ラン歌劇場（Opéra national du Rhin）での公演には日本人キャストも出演している。
なお同劇場では2020年 1月に宮本演出による《パルジファル》が上演されたが、その東京公演が2022
年に予定されている。劇場のホームページはフランス語、ドイツ語、英語の 3ヶ国語併記となってお
り、各言語でCoproduction avec le Tokyo Nikikai Opera Foundation、Koproduktion mit der Tokyo 
Nikikai、Coproduction with the Tokyo Nikikaiとの記載がある。https://www.operanationaldurhin.





















18　2007 年から 2009 年までは共同制作されたオペラ公演名も示した。
19　『文化庁月報』平成24年 3月号　https://www.bunka.go.jp/pr/publish/bunkachou_geppou/2012_03/
series_10/series_10.html　（2020 年 10 月末日最終アクセス）
表 1　2007 年以降の共同制作助成金に関する流れ 18
出所：昭和音楽大学オペラ研究所データベース等を参考に筆者作成














2015 年 「文化芸術の振興に関する基本的な方針─文化芸術資源で未来をつくる─（第 4次基本方
針）」策定
2017 年 文化芸術振興基本法が文化芸術基本法に改正




















































































































































の井上道義氏が参加し、井上氏が 2007 年から 2018 年まで音楽監督を務めていたオーケストラ・





回数 公演日 演目・指揮者・演出家 その他の公演会場（公演日）
















第 3回 2008 年 12 月 6 日 マスカーニ　歌劇「イリス」
指揮・演出：井上道義
なし





第 5回 2011 年 1 月 30 日 マスカーニ　歌劇「イリス」
指揮・演出：井上道義
京都コンサートホール（2月20日）
第 6回 2013 年 2 月 17 日 ビゼー　歌劇「カルメン」
指揮：井上道義、佐藤正浩
演出：茂山あきら






















ティバルホール（5月 30 ─ 31 日）、
兵庫県立芸術文化センター（6月
6 ─ 7 日）、サンポートホール高松
（6 月 10 日）、ミューザ川崎シン
フォニーホール（6月 17 日）、山
形テルサ（10月 29日）、名取市文
化会館（11 月 1 日）、宮崎県立芸
術劇場（11 月 8 日）、熊本県立劇
場（11 月 14 日）
─ 80 ─
跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 31 号　2021 年２月 25 日
アンサンブル金沢との関係から石川県立音楽堂や金沢歌劇座との共同制作が多く実施されている。
　本シリーズの大きな特徴はそれまでオペラの演出経験がなかった他分野のアーティストに演出
を依頼している点だ 25。近年では映画監督の河瀨直美氏（第 11 回）、振付家・ダンサーの森山開
次氏（第 12 回）や矢内原美邦氏（第 13 回）がオペラ初演出を手がけている。また出演するソリ

















































第 14 回 2020年10月30日、































































2018 年 11 月 助成金申請（助成金交付要望書の提出）
2019 年 2 月 第 1回制作会議（キャスト、スケジュールの確認）
2019 年 3 月 助成金交付内定の通知




2019 年 5 月 第 2回制作会議（協定書について最終調整、広報スケジュールの打ち合わせ）
第 2回演出・舞台技術会議
2019 年 6 月 俳優・ダンサー　オーディション
2019 年 8 月 第 3回制作・舞台技術会議（演出家、舞台スタッフとの情報共有）
チケット発売開始
2019 年 11 月 第 4回制作会議（記者会見に向けて）
記者会見（白河、東京）
2019 年 12 月 俳優・ダンサー　演出稽古
2020 年 1 月 ソリスト音楽稽古（13 日～15 日）、衣裳合わせ、立ち稽古（16 日～2月 2日）
各地でのコーラス稽古
2020 年 2 月 ソリスト・オーケストラ音楽稽古
劇場入り、搬入、仕込み、場当たり、BO、HP、GP
白河公演（9日）、金沢公演（16 日）、東京公演（22 日）

































































































出家を養成するための教育も遅れており、びわ湖ホールが 2010 年から 2014 年までペーター・コ
─ 86 ─







伊藤明子（平成 4年度）、岩田達宗（平成 9年度）、伊香修吾（平成 20年度）、田尾下哲（平成 21
年度）、佐藤美晴（平成 24 年度）、菅尾友（平成 25 年度）の計 7名しかおらず 37、日本国内では
一定規模のオペラ作品を演出できる機会が限られていることからも、次に続く人材が育成されて
いないことが危惧される。




culture_art/prize.php（2020 年 10 月末日最終アクセス）
38　初演時のみピエールフランチェスコ・マエストリーニも併記されている。
表 5　新国立劇場オペラハウスで上演された日本人演出家の公演実績
シーズン 公演 作曲 指揮（初演時） 演出 再演されたシーズン
開場記念公演 建・TAKERU 團伊玖磨 星出豊 西澤敬一
1998／1999 蝶々夫人 プッチーニ 菊池彦典 栗山昌良 1999／2000
2000／2001
アラベッラ R.シュトラウス 若杉弘 鈴木敬介 2002／2003
ヘンゼルとグレー
テル
フンパーディンク 佐藤功太郎 西澤敬一 2001／2002




罪と罰 原嘉壽子 外山雄三 加藤直
1999／2000 セビリアの理髪師 ロッシーニ アントニオ・ピ
ロッリ
粟國淳 38 2002／2003
沈黙 松村禎三 星出豊 中村敬一
2000／2001 夕鶴 團伊玖磨 増田宏昭 栗山民也 2010／2011
2015／2016





度～）、小劇場オペラ（平成 12年度～平成 18年度）、こどものためのオペラ劇場（平成 16年度～
平成 23 年度）、地域招聘公演（平成 17 年度～）、はじめてのオペラ（平成 19 年度）、演奏会形式
公演（平成 20年度～）などの公演があり、そこでは日本人の演出家も起用されている。しかしこ
れまでオペラハウスのシーズン公演で演出を担当したことのある日本人は表6に記載の17名のみ
39　https://www.nntt.jac.go.jp/release/press/lineup-opera-2020-2021.pdf　（2020 年 10 月末日最終アク
セス）
出所：新国立劇場（2020）「2020/2021 シーズン　オペララインアップ説明会資料」39 をもとに筆者作成























2005／2006 愛怨 三木稔 大友直人 恵川智美






黒船─夜明け 山田耕筰 若杉弘 栗山昌良
2008／2009 修禅寺物語 清水脩 外山雄三 坂田藤十郎
2009／2010 鹿鳴館 池辺晋一郎 沼尻竜典 鵜山仁 2013／2014
2011／2012 沈黙 松村禎三 下野竜也 宮田慶子 2014／2015
2012／2013 夜叉ヶ池 香月修 十束尚宏 岩田達宗








跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 31 号　2021 年２月 25 日
であり、特に 2013 年以降は減少していることが分かる。粟國淳演出《ラ・ボエーム》、栗山民也
演出《蝶々夫人》、鵜山仁演出《カルメン》は 4シーズン以上で再演を重ねているが、それ以外の
作品は再演の機会も乏しい。新国立劇場は千葉県銚子市に舞台美術センターを有しているが、そ
の他の公立劇場で舞台装置を保管しておく倉庫を有している例は殆どなく一度製作された舞台装
置は公演が終わると間もなく処分される運命にある。また文化庁共同制作支援事業は「新たな創
造活動（新作、新演出、新振付、翻訳初演等）による公演」が助成対象となっており、「これまで
に行った国内における公演の再演」は助成の対象とならない 40。このことはオペラに限らず、日
本の公立劇場における新作主義の一因となっており、再演に対する公的助成のスキームを拡充す
ることが喫緊の課題となっている。
他分野の演出家へのサポート体制
　専門的なオペラ演出人材を増やす必要がある一方で、既に他分野で活躍しているアーティスト
にオペラ演出の機会を与えることも重要である。東京芸術劇場シアターオペラでは演劇の演出家
やダンスの振付家がオペラを初演出することが多いが、その場合重要になってくるのは他分野の
アーティストとオペラの制作現場を橋渡しする人材である。ドイツ語圏の歌劇場では勤務してい
るドラマトゥルクが演出家のサポート役となり座組全体のコミュニケーションを円滑にする役割
を果たしているが、日本の公立劇場にはドラマトゥルクに相当する職員が雇用されていないため、
その役割をプロデューサーや制作スタッフが担うことになる。楽譜が読めて円滑に稽古を進行で
きる演出助手の存在も重要であり、何より新しいオペラを創作しようとするマインドを持った指
揮者、ソリストたちが集うことがプロダクションの成否を分けることになる。
　演劇やダンスとオペラの創作現場には様々な文化の違いがある。一例を挙げるならば、連日長
時間の稽古を経て、劇場入りしてからも初日の開演直前まで調整を重ねて最大限の芸術的成果を
目指すスタイルが演劇やダンスの基本的な創作姿勢であるとすれば、オペラ公演では限られた稽
古時間を可能な限り有効に活用して最大限の芸術的成果を上げるスタイルが基本的な創作姿勢に
なっている。また演劇やダンスでは劇場入りしてからも返し稽古を行い修正を重ねていくことが
あるが、オペラの場合は劇場入りしてからはオーケストラも加わった大所帯となるために最終段
階に入ってから大きな修正をすることが難しい。他分野のアーティストに演出を依頼している以
上、従来のオペラの慣習にメスを入れた演出は大いに期待されるべきだが、不必要な摩擦を生じ
させないためにもオペラの制作現場に精通している人材が演出家をサポートする体制をつくるこ
とが重要である。
40　日本芸術文化振興会（2020）p.5
─ 89 ─
劇場がオペラをつくる
結語にかえて
　本稿では公立劇場によるオペラ制作の在り方を検証するため、近年の日本のオペラ制作におい
てセミ・ステージ形式公演や共同制作公演が増加していることを確認した後、東京芸術劇場シア
ターオペラの事例から共同制作の意義や公演スケジュールを整理し、制作面と芸術面との関わり
に着目して日本のオペラ制作における課題を考察した。そして予算面の課題が制作される作品の
芸術的成果に大きく影響すること、オペラを演出する日本人の人材が不足していること、そして
他分野で活躍しているアーティストがオペラを演出する際のサポート体制の重要性を指摘した。
　本稿を執筆している 2020 年は新型コロナウイルス感染症の影響により、2月下旬以降管弦楽、
室内楽、合唱、オペラなどの音楽公演が当初の計画通り開催できない日々が続いている。5月に
はクラシック音楽公演を運営する関係者・団体によるクラシック音楽公演運営推進協議会が設立
され、感染拡大防止に関する対策を講じながら、音楽業界全体として少しずつ公演再開に向けた
動きが始まりつつある。オペラ公演に関しては 8月中旬に藤原歌劇団が《カルメン》を、9月上
旬に東京二期会が《フィデリオ》を上演して活動を再開。東京芸術劇場シアターオペラ《フィガ
ロの結婚～庭師は見た！～》は政府による新型コロナウイルスの感染症に係る入国制限措置によ
り当初予定していた外国人キャストを変更して全国 3都市で上演された。筆者が日本各地の公立
劇場関係者を取材する中で、びわ湖ホール総括プロデューサーの舘脇昭氏は「これまでオペラの
リハーサルは出演者が多く居住する東京で行っていたが、これからはびわ湖で稽古する地産地消
型の制作に切り替えることも考えていかなければと思っている」と語っていた 41。ポストコロナ
時代において公立劇場は海外のアーティストに依存し、また東京中心でもあった従来の制作の慣
例を見直し、各地の公立劇場やオペラ団体と連携しながら新しい日本のオペラの作り方を模索し
ていくことになると思われる。
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